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「やさしさ」を抱きしめよう



　近年、少子高齢化、世帯構成の縮小化、人間関係の希薄化、情報化社会の進展など、人々の暮らし

の基盤である地域社会の環境が大きく変化しています。このような社会情勢の変化する中、社会福祉

制度や福祉サービス等も改善し充実されてきましたが、地域社会の課題は多様化し複雑化の一途を

たどっており、これまでの公的サービスのみでは対応しきれない状況も見受けられるようになってい

ます。

　こうした社会の生活課題を解決するには、社会福祉の原点である困っている人に寄り添い共に歩

んでいこうとする地域社会での支え合い活動がますます必要となっています。

　そこで、この度、東温市社会福祉協議会では、東温市地域福祉活動計画「温ったか笑顔プラン」を

策定し、行政や制度では対応しきれない生活課題について、地域の人たち

と行政、社会福祉協議会、関係機関等が協働し、共感と気付きによる「温もり

ある誰もが住みやすい福祉の町づくり」を共に考え共に築いて参りたいと考

えておりますので、尚一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。

　最後に、本計画の策定にあたり貴重なご意見と多大なご協力を賜りまし

た策定委員の皆様をはじめ、アンケートにご協力いただきました市民の皆

様、また関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

　日常生活における不安や悩み、生活課題が複雑化する中、私たちが住み慣れた場所で安心、安全

に暮らしていくためには、地域住民一人ひとりが福祉への関心を持ち、地域でのつながりを大切に

し、住民が主体となって考え行動する「地域力」を高めていくことが必要です。また、地域福祉の取り

組みについてはできるだけ住民に近い圏域で、制度や分野にとらわれない地域課題の把握、住民団

体等によるインフォーマル活動の活性化を図ることが求められています。

　今回策定されました地域福祉活動計画は、個人や家族のみで解決できな

いような課題に対して、社会福祉協議会を中心に地域住民や関係機関・団

体が協働し、地域の中で支援を必要とする人たちに的確な支援ができる体

制づくりの実現を目的に策定したものであり、共通の目標をつくり、実践でき

る具体的な内容をまとめてあります。この計画の策定をきっかけに、多くの

市民の方々が自分たちが暮らす地域の現状と今後に関心を持ち、住民を主

体とした支え合いの地域づくりが一層推進されることを期待します。
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１. 我が国における地域福祉の動向

計画の策定について第1章

　我が国は、世界でも類を見ないスピードで高齢化が進み、団塊の世代がすべて後期高齢者となる
２０２５年以降、本格的な「超高齢社会」を迎え、高齢者の介護・医療を取り巻く社会状況は大きく変化する
と予測されています。
　そこで、国の福祉改革において、一億総活躍社会プラン「地域共生社会の実現」という基本コンセプト
が示され、私たちの今後目指すべき方向性が明確にされました。

　このことから、子ども・高齢者・障がい者等、全ての人々が地域、暮らし、生きがいを共に創り、高め合う
ことができる「地域共生社会」の実現のため、支える側と支えられる側に分かれるのではなく、地域のあ
らゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、自分らしく活躍できる地域コミュニティを育成し、福祉など
の地域の公的サービスと協働して、助け合いながら暮らすことのできる「地域共生社会」の実現を進めよ
うとしています。

制度化された相互扶助
医療・年金・介護保険・社会保険制度など

自助力
自分の能力・収入で生活する市場サービスの購入など

非公的なサービス
家族・友人・近隣・ボランティアなどが相互に助け合う

公的サービス
高齢者福祉事業・生活保護・人権擁護など

互助

公助

自助

共助
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２. 社会福祉協議会（社協）とは

　社会福祉協議会は、社会福祉法第109条、110条において「地域福祉の推進を図る団体」と位置づけ
られ、すべての都道府県及び市区町村に設置されている全国組織の公共性の高い社会福祉団体です。 
　地域住民や社会福祉関係団体等で構成され、自主性と公共性という２つの側面を併せ持ち、地域福祉を
推進する組織として、誰もが安全・安心・心豊かに暮らすことができる地域福祉の実現を目指して「福祉
のまちづくり」を進めることを目的としています。

【社協と他法人、他事業所との違い】
⑴社協は、住民会員制により住民主体の地域福祉活動を実施しています。
⑵社会福祉法人であるが、公共性の高い全国ネットワークを持つ福祉団体です。
⑶他法人の母体を病院や施設と見るなら、社協の母体は地域と考えます。
⑷収益事業において、介護事業所等が実施しないと思われる「複雑な生活課題を抱える困難ケース」や
　「採算性がない等、どこの事業所も引き受けられないケース」の対応を行います。（福祉サービス利用者
　の最後のセーフティーネット機能）

＜活動の原則＞
⑴住民ニーズ基本原則
住民の潜在・顕在化された個別の生活課題を発見し、個別課題から地域課題を探ります。

⑵住民主体の原則
課題解決のために、身近な住民の助け合
い・支え合い活動を行うためのしくみや新
たな支援サービスの展開を行います。

⑶民間性の原則
公共性の高い民間団体として、ネットワー
クとフットワークを活かした柔軟性のある
活動を行います。

⑷公私協働・計画性の原則
公共性の高い民間団体として、行政とパー
トナーシップを取りながら、保健・医療・福
祉関係や多職種の企業団体とも連携を図
りながら、計画的な地域福祉事業展開を
行います。

⑸専門性の原則
各種の専門職が働く福祉の専門職集団と
いう強みを活かし、住民への質の高い福
祉サービスを提供するよう努めます。

全国社会福祉協議会
1か所

組織図

地区社会福祉協議会（小地域コミュニティ）
※東温市にはない

市区町村社会福祉協議会
（政令指定都市含む） 1,866か所

都道府県社会福祉協議会
47か所
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３. 地域福祉活動計画とは

　地域福祉活動計画とは、東温市が策定した地域福祉計画と連携・協働して、地域住民及び福祉・保健
等の関係団体や事業所が、地域福祉推進に主体的に関わるための具体的な計画です。地域住民やボラ
ンティアが地域の活動に積極的に参加し、地域社会の基盤となる地域福祉をどのように推進していくか
を計画するものです。

東 温 市

東温市
社会福祉協議会

第2次東温市総合計画

小さくても　キラリと光る　住んでみたい　住んでよかった　東温市

東温市地域福祉計画
（保健・福祉分野の個別計画の上位計画かつ横断的な計画）

整合性

整合性

関
連
計
画

　
東
温
市
地
域
防
災
計
画

　
東
温
市
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
プ
ラ
ン

　
東
温
市
第
２
次
男
女
共
同
参
画
計
画
　
他

東
温
市
健
康
増
進
計
画

　「
健
康
と
う
お
ん
〜
い
き
い
き
プ
ラ
ン
〜
」

東
温
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

東
温
市
障
が
い
者
基
本
計
画
・

障
が
い
福
祉
計
画
・
障
が
い
児
福
祉
計
画

東
温
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

　
　
　
　
介
護
保
険
事
業
計
画

東温市地域福祉活動計画

連
携
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４. 計画の期間

　本計画の計画期間は、２０１９年度を初年度とする２０２５年度までの７年間とします。
　その期間中、前期活動計画（2019年度～2022年度）、後期活動計画（2023年度～2025年度）として、
進行状況を整理・評価し、法改正や社会情勢の変化等を考慮し、必要に応じて見直しを検討します。

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

第２次東温市総合計画 １０年間（２０１６年度～２０２５年度）
第３次
東温市総合計画

前期活動計画 ４年間（2019年度～2022年度）

第１期東温市地域福祉計画 ８年間（２０１８年度～２０２５年度）
第２期東温市
地域福祉計画 準備年度

第１期東温市地域福祉活動計画 ７年間（2019年度～2025年度）
第２期東温市
地域福祉活動計画 準備年度

後期活動計画 ３年間（2023年度～2025年度）

見直し

準備年度
準備年度
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５. 計画の推進と進捗管理

⑴計画の推進
①計画の普及啓発
　地域福祉の推進にあたっては、地域福祉の担い手である市民をはじめ、様々な関係団体や福祉
事業者、行政、社会福祉協議会が共通の認識を持つことが大切です。
　そのため、社会福祉協議会の広報誌（社協だより）やホームページ等を通じて、本計画の「理念」と
「取り組み」を広く周知します。
②行政との連携
　行政が策定した「東温市地域福祉計画」と整合性のとれた具体的な取り組みを展開していくため
に、行政とのパートナーシップによる地域福祉の向上を図ります。
③地域における公益的な取り組みの推進
　平成29年4月に施行された社会福祉法の一部改正により、社会福祉法人は公益性・非営利性を
踏まえ、地域における公益的な取り組みを実施する責務が規定されました。
　「地域における公益的な取り組み」とは、地域におこる様々な生活課題や地域課題に着目し、その
解決に向けて支援を必要とする人に対し、制度外の福祉サービスや活動を提供することです。社会
福祉協議会は、地域福祉を推進する協議体としての特性を発揮して、東温市内の社会福祉法人・社
会福祉施設等と協働した公益的な地域福祉サービスの推進に取り組みます。

⑵計画の進捗管理
　本計画の推進に当たっては、『ＰＤＣＡサイクル』による進捗管理を行い、関係各団体との意見交換や
ニーズ調査の実施等を通じて検証を行います。
　また、本計画の推進状況を継続的に点検するとともに、点検結果を東温市地域福祉活動計画策定
委員会に報告し、意見を聞き、社会情勢の変化等を踏まえて、必要に応じて計画の改善・見直しを行い
ます。

地域福祉
の推進

Plan
（計画）

Do
（実行）

Action
（見直し・改善）

Check
（点検・評価）
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計画の基本的な考え方第2章

　日頃からのあいさつや声かけなどの隣近所との付き合いを通して、お互いを知り、認め合い、ときに助
け合い、支え合う心を育むとともに、地域福祉のリーダーとなる担い手の育成を支援することにより、地
域を支える人づくりを推進します。

基本目標１　地域を支える人づくり

　様々な福祉ニーズに対応するため、自治会や民生児童委員、福祉施設、ボランティア、ＮＰＯ等の地域
で活動する組織・団体と、地域で暮らす人々が積極的に関わりあい、情報交換や連携を強化することに
より、地域の中で福祉課題を抱える人を早期に発見し、適切な福祉サービスの提供につなげていく体制
づくりを推進します。

基本目標２　誰もがつながる体制づくり

　障がいのある人への差別と高齢者・女性・子どもへの虐待の防止、生活困窮者への支援のほか、不安
要因として残る大規模災害への対応など、これまで実施してきた取り組みの見直しと、さらなる拡充を行
うことにより、安心して暮らせる地域づくりを推進します。

基本目標３　安心して暮らせる地域づくり

１. 基本理念

２. 基本目標

　社会福祉協議会は、個人が人としての尊厳を持ち、家庭や地域社会の中で、その人らしい生活が送れ
るように支援することが社会福祉の理念であると考えています。
　また、社会福祉は、単にサービスを提供するという発想ではなく、人の生活を総合的に支援するという
視点が重要であり、住民の身近な地域における共生社会の実現に向け、行政はもとより自治会やボラン
ティア、ＮＰＯなど、様々な組織や地域住民と連携して、誰もが住み慣れた地域で、ともに支え合いなが
ら、いきいきと暮らしていくために、一人ひとりが自分でできることに取り組み、地域全体で温かい心を
持って、お互いに助け合い、支え合って、みんなの笑顔があふれる福祉のまちづくりを目指します。

温かい心で思いやり　助け合い　支え合う　笑顔あふれるまち

基本理念
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　本計画における「圏域」の考え方は、隣近所や自治会を含む「小学校区」を基本とします。また、中学校
区・市全域などのより広い範囲での圏域を設け、課題を段階的に共有し、新たな活動につなげていきま
す。このように重層的な圏域を設定することにより、サービスの提供やボランティア活動の展開、ネット
ワーク構築など、地域福祉の更なる推進を目指します。

３. 計画における 「圏域」 の考え方

個人・家族

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

隣近所

見守りや声かけ、安否確認など身近な
住民同士による助け合い

自治会

民生児童委員による活動、各種行事に
よる交流・社会参加活動、生活課題の
把握など、小規模の地域コミュニティ
による助け合い

小学校区
地域に身近な関係機関との連携調整、
地域課題の共有、地域コミュニティ同
士の連携など、身近な地域での相談、
支援対応

中学校区
関係機関との連携調整、地域課題の
共有、地域コミュニティ同士の連携な
ど、身近な地域での専門的な相談、支
援対応市全域

相談体制の充実、情報提供、サービス
調整、関係機関との連絡調整、地域福
祉全般のとりまとめなど、市全体を対
象とした複合的な相談対応、総合的な
支援

▼本計画における圏域図
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基本目標１　地域を支える人づくり
⑴福祉意識の醸成… ……………………………… ①福祉教育の充実
	 ②福祉学習の機会創出
	 ③人権教育の推進・啓発
⑵人材の育成と活用… …………………………… ①人材発掘・人材育成の充実
	 ②民生児童委員への支援
	 ③ボランティア人材の育成
	 ④アクティブシニアの活躍推進
⑶地域コミュニティの形成………………………… ①声かけ・あいさつ運動の推進
	 ②まちづくりへの参画の推進
	 ③地域活動への支援
⑷交流の場や機会の充実………………………… ①地域イベントの充実
	 ②交流拠点づくりの促進
	 ③サロンの活用

基本目標2　誰もがつながる体制づくり
⑴相談体制の充実… ……………………………… ①相談しやすい体制の整備
	 ②総合相談窓口の充実
	 ③見守りネットワークづくり
⑵情報提供の充実… ……………………………… ①福祉サービスの情報提供の充実
	 ②情報バリアフリーの推進
⑶福祉サービスの充実… ………………………… ①地域包括ケアシステムの構築強化
	 ②福祉サービスの横断的連携
	 ③地域福祉コーディネーターの配置
⑷地域福祉ネットワークの構築… ……………… ①行政・福祉施設・事業者及び各種団体との連携強化
	 ②医療機関との連携強化
	 ③地域ケア会議の活用
	 ④広域連携の推進

基本目標3　安心して暮らせる地域づくり
⑴健康づくり・生きがいづくりの推進………… ①健康づくりの促進
	 ②スポーツ・レクリエーション機会の充実
	 ③地域や社会参画の機会創出
⑵権利擁護、生活困窮者への支援… ………… ①成年後見制度や権利擁護の啓発
	 ②虐待防止体制の強化
	 ③生活困窮者への支援等の推進
⑶防災・防犯体制の充実………………………… ①避難行動要支援者支援体制の充実と福祉避難所の整備
	 ②自主防災力の向上
	 ③緊急通報体制の整備
	 ④地域の防犯体制の整備
⑷生活環境の整備… ……………………………… ①公共交通機関の充実
	 ②外出支援の充実
	 ③交通安全意識の向上
	 ④バリアフリー・ユニバーサルデザイン化の推進

４. 計画の体系

温かい心で思いやり　助け合い　支え合う　笑顔あふれるまち

基本理念
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施策の展開第3章
　この章では基本目標と主な取り組みに対して、東温市社会福祉協議会の現在の取り組みと、今後の取
り組みについて紹介します。

基本目標１　地域を支える人づくり

⑴福祉意識の醸成
主な取り組み 内　　　容

①福祉教育の充実
②福祉学習の機会創出
③人権教育の推進・啓発

市内小・中学校・高校・大学向け、成人向けの各種講座や教室を通じて福祉に関する
理解を深め、人権擁護の意識の向上を目指します。

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

福祉の仕事
１日体験事業

市内小学校５年生から高校３年生まで
を対象に、夏休みを利用して福祉の現
場を１日体験します。

250から350人が約25か所の高齢・障がい・児
童の施設等で体験しており、それを継続します。

青少年福祉
助成金事業

市内の幼稚園・保育所・小・中学校を対
象に、三世代交流活動費を助成し、世
代間の交流活動を支援します。

老人会、婦人会等と児童生徒合同のボランティ
ア活動や児童生徒の高齢者施設への訪問を継
続します。

福祉教育事業 市内小・中学校へ職員を派遣し福祉教
育又はそのコーディネートを行います。

車椅子、高齢者･障がい者疑似体験、盲導犬･介
助犬の訪問体験等、市内の小・中学校・高校へ年
間5校程度訪問を継続し、福祉意識の向上を図
ります。

認知症サポーター
養成講座

地域や学校、事業所に出向いて認知症
に関する知識や接し方について普及啓
発を行います。

市内小・中学校・高校・大学、地域に出向き、サ
ポーターを養成しており、今後は青壮年層の受講
者増加を目指し、企業等へ受講を働きかけます。
H30年10月現在3,782人養成　

【生徒感想】
優しく指導してくださり、
保育の仕事により

興味を持つことができた。
仕事をされている時の姿は

かっこよかった。
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⑵人材の育成と活用
主な取り組み 内　　　容

①人材発掘・人材育成の充実
②民生児童委員への支援
③ボランティア人材の育成
④アクティブシニアの活躍推進

地域福祉に関わる新たな人材の発掘と既に活動している人材への支援
を行い、地域福祉活動の担い手を増やします。
市民による市民のための地域福祉活動を推進し、誰もが安心して暮らせる
「まちづくり」に努めます。

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

各種ボランティア
講座

各種のボランティア講座を開催し、講座
終了後にボランティアとして活動できる
ような支援を進めます。

傾聴、手話、料理教室、マジック、精神保健、音
声訳講座など、年間３～４講座を引き続き開催
し、講座開催に関する周知を充実させて、誰で
も気軽に参加できるよう配慮します。

介護職員初任者
研修事業

市内の介護事業所等の協力を得て、介
護に必要な知識・技術を有する介護職員
を養成します。

年1回開催しています。受講案内の周知をすす
め受講者の増加を目指します。開催について
毎年度市内の事業所、施設の意見を伺います。
研修カリキュラム130時間の講座

訪問サービスA型
従事者養成研修
事業（市長寿介護
課受託事業）

市内の介護事業所等の協力を得て、介
護に必要な知識・技術を有する要支援認
定者対応の介護職員を養成します。

受講案内の周知をすすめ受講者の増加を目指
します。
H31年度は1回の開催予定。
研修カリキュラム11.5時間の講座

民生児童委員
への支援

個別相談対応、福祉の動向、制度改正、
先進地域の活動紹介等を行います。

毎月、地区民生児童委員協議会に職員派遣の
他、民生児童委員への協力・支援に積極的に取り
組みます。

アクティブシニア
の活躍推進

元気な高齢者層（団塊の世代等）を対象
に、主体的な参加と助け合いの精神を基
調に、市民による市民のための地域福
祉活動を推進し誰もが安心して暮らせる
「まちづくり」に努めます。

見守り支援・介護等、地域での支え合いに携
わっていただける壮年者・高齢者の方の活躍を
推進します。
男の料理教室、介護教室等を継続します。

男の料理教室 マジックボランティア講座 コミュニケーション講座
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⑶地域コミュニティの形成
主な取り組み 内　　　容

①声かけ・あいさつ運動の推進
②まちづくりへの参画の推進
③地域活動への支援

社会の変化により、希薄になった住民のつながりを再構築するための活
動やきっかけづくりに取り組みます。

募金活動の様子です。
・東温高校ＪＲＣ部
・ボーイスカウト東温第1団
・いのとん
ご協力ありがとうございます。

文化祭餅つき
売上金を共同募金へ

仲間づくり事業
新居浜科学博物館

障がい者の仲間づくり事業
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実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

共同募金配分事業

赤い羽根募金及び歳末たすけあい募金運動に
よる募金を愛媛県共同募金会から配分金とし
て受け、地域福祉向上のために、各種事業に活
用します。

H29年度配分実績
地域配分実績	 4,452,751円
災害見舞金（火災3件）	 60,000円
歳末たすけあい募金運動	 2,465,700円

共同募金運動（赤い羽根共同募金運
動・歳末たすけあい運動）に協力するこ
とで、様々な事業が共同募金の資金に
より支えられていることを、社協だより
やHPで周知し、共同募金
への関心を高めることに
取り組みます。

まごころ福祉基金
市内在住高齢者からの寄付金を原資に地域福
祉活動推進のため、地域に基金の配分を行い
ます。

小地域の福祉活動、高齢者や障がい者
福祉、児童健全育成等の促進に対し基
金から資金援助を行います。

声かけあいさつ運動、まちづくり参画の促進等、市や地域の取り組みに協力します。
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⑷交流の場や機会の充実
主な取り組み 内　　　容

①地域イベントの充実
②交流拠点づくりの促進
③サロンの活用

地域住民同士が交流できる機会を増やすために、地域の様々な人が集え
る場所の提供や交流の場づくりと、今あるサロンの活用促進や拡大を支
援します。

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

地区活動助成金
（各行政区）

社協会費を原資とし、各地区で行われる
地域の活動へ資金支援を行います。

市内35地区（行政区）で行われる活動に対す
る助成を行います。

ふれあいステーション
（仮称）検討中

市内の公共施設等を活用して、全年齢型
の居場所づくりを行います。

高齢者、障がい者、子ども、若者、子育て世
代の誰でも集えるような、新たな交流拠点づ
くりを行います。

ふれあい・いきいき
サロン事業

小地域においてボランティアと利用者が
一体となり、地域の実情に応じた自由な発
想で取り組める活動としてのサロンを支
援します。

現在のサロン数  52か所
　高齢者49、障がい者1
　子育て1、家族介護者１
サロン支援者の拡大や新規サロンの立ち上
げ支援に努めます。

子育て支援事業
「すくすく」

就園前の乳幼児と保護者の交流の場、情
報交換の場を提供します。

年24回、老人福祉センターを会場で実施し
ます。

老人福祉センター
運営事業（市社会
福祉課委託事業）

高齢者の交流、生きがいづくりの場である
老人福祉センターの運営・管理に職員を派
遣します。

年間約2,800人の利用者があります。広報
を通じ活用の促進を図ります。

児童館運営事業
（市保育幼稚園課

委託事業）

児童に遊びの場と体験的な学習の機会の
提供を通じ、健全な児童の育成や保護者
の交流の場としての児童館3館の運営を
行います。

3館合計で約270人/日の利用者があります。
年少と年長児童のふれあいや利用者が自分
で考え実行するような活動を継続します。

社会福祉大会 福祉功労者の表彰、基調講演、パネル展
示、バザー等、福祉意識の向上を図ります。

年1回開催、多くの方が関心を持てる講演内
容やパネル展示など様々な方が集う大会に
なるよう努めます。
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基本目標2　誰もがつながる体制づくり

⑴相談体制の充実
主な取り組み 内　　　容

①相談しやすい体制の整備
②総合相談窓口の充実
③見守りネットワークづくり

地域住民の身近な相談窓口として、高齢者、障がい、生活困窮等の担当者が
分野を超えた連携をとりながら、複雑化する相談の解決にあたります。また、
民生児童委員、福祉施設、各種専門機関等と情報の共有化とネットワーク機
能の強化を図ります。

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

各種相談事業

身近な民生児童委員による心配ご
と相談、弁護士、司法書士、行政書
士、土地家屋調査士、税理士によ
る相談対応を行ってます。

心配ごと相談（第2･4木曜日）
弁護士（第2火曜日）
司法書士（第4金曜日）
行政書士（第3水曜日）
土地家屋調査士（第1水曜日）
税理士（第3木曜日）

地域包括支援センター
（市長寿介護課委託事業）

高齢者に関する総合的な相談窓
口、必要に応じてより専門的な機
関へつなげます。

保健師、社会福祉士、主任介護支援専門
員を配置して高齢者の各種相談に対応し
ます。職員の資質向上、関係機関との連
携に努めます。

基幹相談支援センター
（市社会福祉課委託事業）

障がい者（児）に関する総合的な相
談窓口、必要に応じてより専門的
な機関へつなげます。

保健師、社会福祉士、精神保健福祉士、相
談支援専門員を配置し、障がい者（児）の
各種相談に対応します。
職員の資質向上、関係機関との連携に努
めます。

くらしの相談支援室
（市社会福祉課委託事業）

生活困窮者、社会とのつながりが
希薄な方などに対して、経済的な
自立や引きこもりの解消などを目
指す支援や生活保護受給者への
就労支援事業を行っています。

主任相談支援員、相談支援員、就労支援員
を配置して生活困窮や引きこもり等の相談
に対応します。職員の資質向上、関係機関
との連携に努めます。

児童館
（市保育幼稚園課委託事業）

18歳までの児童やその保護者等
からの相談に対応します。

保育士、教諭、児童厚生員、社会福祉士等
の資格のある職員が対応します。
職員の資質向上、関係機関との連携に努
めます。

老人クラブ見守り推進
活動事業

（社協助成金事業）

東温市老人クラブに委託して、孤
立解消・異常の早期発見を目的に
見守り推進活動を行います。

日常的な見守り活動のほか、年1回見舞品
を持参して訪問を行います。
　老人クラブ数　29クラブ
　会員数　3,057人
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ふれあい給食
サービス事業

市内の80歳以上の独居高齢者の
うち、安否確認が必要である方に
対し、月2回（第2・第4水曜日）昼食
を配食し、対象者の孤立感の解消
を図ります。

調理、配食ともボランティアにより運営し、8月
は食中毒防止のため配食を休み食中毒防止
研修を行います。
ボランティアの拡充に努めます。

独居高齢者
ふれあいコール

65歳以上の内臓疾患を抱えた独
居高齢者に対して、週2回電話する
ことで、孤独感の解消、安否確認を
行います。

H29年度月平均54回実施
市内の社会福祉法人と連携して事業の充実
を図ります。

認知症総合支援事業
（市長寿介護課委託事業）

認知症に関する相談、医療介護の
連携、見守り等の推進を行います。

行政区と連携して年１回地域において捜索訓
練を実施します。認知症サポータ養成講座を
開催します。

⑵情報提供の充実
主な取り組み 内　　　容

①福祉サービスの情報提供の充実
②情報バリアフリーの推進

社協だより、ウェブサイト、各種ガイドブックを活用し、保健、医療、福
祉、介護サービスに関する情報提供の充実を図ります。

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

「社協だより」等の発行、
ホームページの更新・充実

「社協だより」発行
「こども館つうしん」発行（毎月）
ホームページの更新（随時）

年4回発行の社協だよりをH31年度から年6回
の発行とし最新の情報発信に取り組みます。

各種パンフレット・リーフ
レットの作成

介護事業所ガイドブック
医療・福祉ガイドブック
子どもを支える
　ライフステージごとのしくみ
障がい者就労事業所ガイドブック

定期的にガイドブック等の内容を見直し、最新
の情報を提供できるよう取り組みます。
文字の大きさの配慮、広報の録音による音声
化などの配慮を行います。

独居高齢者ふれあいコール ふれあい給食サービス
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⑶福祉サービスの充実
主な取り組み 内　　　容

①地域包括ケアシステムの構築強化
②福祉サービスの横断的連携
③地域福祉コーディネーターの配置

重度な要介護状態になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生
の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援
が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を進めていきます。
複合的な課題を抱える家庭に対して、関係機関やサービス事業所が連
携を図りながら支援を行います。

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

地域包括支援センター
（市長寿介護課委託事業）

複合的な課題を抱える家庭につい
ては、基幹相談支援センター、くら
しの相談支援室等、専門機関と連
携して支援を行います。

医療、介護、その他福祉関係者等との顔の見
える関係づくりや利用者の生活支援を各種
機関と連携して行います。

基幹相談支援センター
（市社会福祉課委託事業）

複合的な課題を抱える家庭につい
ては、地域包括支援センター、くら
しの相談室等、専門機関と連携し
て支援を行います。

医療、障がい、その他福祉関係者等との顔の
見える関係づくりや利用者の生活支援を各
種機関と連携して行います。

くらしの相談支援室
（市社会福祉課委託事業）

複合的な課題を抱える家庭につい
ては、地域包括支援センター、基幹
相談支援センター等、専門機関と
連携して支援を行います。

経済的問題を中心に障がいや年齢にとらわ
れず広く相談に対応します。
ハローワーク、介護、障がい、法務などの機
関と連携して利用者の生活支援を行いま
す。

居宅介護支援事業所 介護保険のケアプラン作成等のケ
アマネジメントを行います。

関係機関と連携して利用者の生活支援を行
い、職員の資質向上に努めます。

ホームヘルプ事業 介護保険、障がいサービスのホー
ムヘルプ事業を行います。

関係機関と連携して利用者の生活支援を行
い、職員の資質向上に努めます。

生活支援体制整備事業
（市長寿介護課委託事業）

地域の困りごとの発見やその解決
に向けての社会資源の発掘や開発
を行います。

生活支援コーディネーター（地域支え合い推
進員）を配置し、地域づくりを支援します。

地域の困りごとなどの情報交換を住民、生活支援コーディ
ネーター、市役所、地域包括支援センター、在宅介護支援
センターで行っています。
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⑷地域福祉ネットワークの構築
主な取り組み 内　　　容

①行政、福祉施設・事業者及び各種
　団体との連携強化
②医療機関との連携強化
③地域ケア会議の活用
④広域連携の推進

地域包括ケアの推進、老々介護、8050問題、ダブルケアなど複雑化
した課題を抱える方への支援を行うため公私の関係機関、サービス
等との連携強化を行います。

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

社会福祉法人連携会議
（事務局）

市内に施設・事業所を有する社会
福祉法人が集まり、社会福祉法人
による地域貢献について協議を
行います。

H30年度から年2回開催。
社会福祉法人による地域貢献を具体化させ
ていきます。

東温市自立支援協議会
定例会・専門部会
（事務局）

市、障がい者、家族、サービス事
業所、基幹相談支援センターが集
まり、障がい者の支援について広
く協議を行います。

専門部会・定例会活動を通じ、リーフレットの
作成、研修会、意見交換会等を開催します。

介護ネットワーク東温
（事務局）

市内の介護事業所施設が集まり、
情報交換、研修会、意見交換会を
開催します。

月1回の定例会、認知症行方不明者捜索訓
練や研修会、意見交換会を継続します。

医療介護連携事業
（市長寿介護課委託事業）

地域包括ケアを推進するため、市
内の医療関係者と介護関係者の
連携を深める活動を行います。

市役所、市内3病院の連携室、在宅介護支
援センター、介護支援専門員代表、地域包
括支援センターによる活動の協議がH30年
度から始まりました。

地域ケア会議推進事業
（市長寿介護課委託事業）

地域包括支援センター等におい
て、多職種協働による個別事例の
検討等を行い、地域のネットワー
ク構築、ケアマネジメント支援、地
域課題の把握等を推進します。

これまでの対応困難事例の検討や情報共有
の地域ケア会議に加え、H31年度から自立
に向けた地域ケア会議を開催します。

生活支援体制整備事業
（市長寿介護課委託事業）

地域の互助を高め、住民主体の
サービスが活性化するよう、地域
全体で高齢者の生活を支える体
制づくりを進めます。 

生活支援コーディネーターと協議体の活動
がH30年度から本格化しました。住民主体
による生活支援の輪の構築を行います。

中予地区市町
社協職員連絡会

社協事業の課題解決のため、また
県内社協の連携強化を目的とし、
定期的に開催される連絡会に参
加します。

近隣市町社協と協力して広域的な活動を進
めます。
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基本目標3　安心して暮らせる地域づくり

⑴健康づくり・生きがいづくりの推進
主な取り組み 内　　　容

①健康づくりの推進
②スポーツ・レクリエーション機会の充実
③地域や社会参画の機会創出

地域住民の健康づくり、生きがいづくり推進のため、運動の必要性
や楽しさを理解し、継続して運動ができるよう、介護予防を観点と
した運動の指導や助言等を行います。
また高齢者や障がいのある方を含めた、誰もが地域や社会で活躍
できる機会の創出に努めます。

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

運動指導事業
（市長寿介護課委託事業）

生活習慣病や要介護状態になること
を予防するとともに、運動の必要性・
楽しさを理解し継続して運動をしても
らうことを目的として実施します。

短期集中的な運動指導、送迎付きの運
動指導、地域の集会所での運動指導な
ど多様な形態で運動指導を行います。

自主運動活動の推進、支援
（市長寿介護課委託事業）

地域で住民が気軽に集まって自主的
に運動が行えるよう運動方法等を指
導します。

H30年度から開始、今後拡充を目指し
ます。
H30年度8地区で活動しています。

東温市シルバー人材
センター支援事業

概ね60歳以上の高齢者が仕事を通
じて、自らの生きがいづくり、社会参
加の増進を図ることを目的とするシル
バー人材センター事業を支援します。

継続してシルバー人材センター事務局に
職員を派遣します。
登録者数：H30年2月末現在193人（男
147人・女46人）
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⑵権利擁護、生活困難者への支援
主な取り組み 内　　　容

①成年後見制度や権利擁護の啓発
②虐待防止体制の強化
③生活困窮者への支援等の推進

虐待事案への対応、虐待防止に向けた広報、判断能力に不安があ
る方への権利擁護の推進、生活困窮者への支援を行います。

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

法人後見事業
（成年後見制度）

精神上の障害により、判断能力
に問題のある方に対して、生活、
療養監護及び財産の管理を行
い、尊厳のある生活が営めるよう
支援します。

利用者の心身の状況の理解に努めながら身上監
護を行っています。就任依頼があれば受任審査会
を開き検討します。
H30年11月現在、後見4件、補助2件受任中です。

福祉サービス
利用援助事業

（愛媛県社会福祉協議会
委託事業）

認知症高齢者、知的障がい者、精
神障がい者等で、福祉サービス
の利用や日常的な金銭管理につ
いて不安な方に対し、サービス利
用、預貯金の出し入れ、公共料金
支払い、印鑑や通帳保管等の支
援をします。

H30年12月現在、利用者17名
（内訳）
知的障がい者6、精神障がい者7、認知症4
H29年度の相談援助件数462件

地域包括支援センター
（虐待相談）

（市長寿介護課委託事業）

高齢者に対する虐待の相談、通
報の窓口と虐待に関する情報の
周知を行います。

介護サービス事業者、医療機関、家族、近隣等か
らの虐待の相談通報に対応し、市役所その他関
係者と連携して虐待の解消、防止を行います。

基幹相談支援センター
（虐待相談）

（市社会福祉課委託事業）

障がい者に対する虐待の相談、
通報の窓口と虐待に関する情報
の周知を行います。

障がい福祉サービス事業者、医療機関、家族、近隣
等からの虐待の相談通報に対応し、市役所その他
関係者と連携して虐待の解消、防止を行います。

くらしの相談支援室
（市社会福祉課委託事業）

生活困窮者に対する相談対応、
就労等の支援を行います。

年齢、障がいの有無に関係なく生活困窮の状態
にある方等への支援を行います。

殴る蹴る等の身体的な暴力以外に、金銭の
搾取、言葉の暴力、セクハラ、オムツの交換
をしないなど介護の放棄も虐待になります！！
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愛
媛
県
消
費
生
活
か
る
た（
抜
粋
）

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

セーフティーネットワーク事業
（市社会福祉課委託事業）

災害時に自力避難が困難な高齢
者、障がい者（児）のうち、同意が
あった方を対象に、避難行動要
支援者台帳を作り、個別避難計
画の作成、管理を行います。

事業の周知と台帳及びマップの充実を図り
ます。
サロン等で医療情報キットの周知・普及を図
ります。

災害ボランティアセンター
設置・運営事業

大規模な災害が発生した場合に
おいて、市内外からのボランティ
アの受入れ等を行います。

非常時に迅速に対応できるよう、定期的に
訓練を行い、職員の資質向上を図ります。非
常用機材の充実を図ります。

独居高齢者緊急通報装置
貸与事業

市役所が実施している独居高齢
者の緊急時の連絡用装置の貸
与事業の周知を行います。

ガイドブック、相談時の対応により事業の周
知を行います。

特殊詐欺事件等の周知

市や警察から情報提供のあった
特殊詐欺、消費者被害の案件に
ついて、住民や介護・福祉事業所
に周知します。

事故防止のためFAX、メール、口頭で被害
の内容を周知します。
市消費生活相談窓口等の専門機関の紹介
を必要に応じて行います。

※市役所職員が、税金や国民健康保険等の還付金のために、電話であなたの預貯金通帳の番号を聞くことはありません。

⑶防災・防犯体制の充実
主な取り組み 内　　　容

①避難行動要支援者支援体制の
　充実と福祉避難所の整備
②自主防災力の向上
③緊急通報体制の整備
④地域の防犯体制の整備

大規模災害時の避難行動要支援者へ
の支援体制の整備、災害ボランティア
センターの運営、特殊詐欺の被害防止
などの防災・防犯活動を行います。
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⑷生活環境の整備
主な取り組み 内　　　容

①公共交通機関の充実
②外出支援の充実
③交通安全意識の向上
④バリアフリー・ユニバーサルデザイン化の推進

交通手段の利便性向上、交通安全、ユニバーサルデザイ
ン化により人にやさしい福祉のまちづくりを推進します。

事業名
実施機関 事業の内容 現状と今後の方針

移動支援事業
同行援護事業

障がいにより移動が困難なために社会生活上の必
要な活動が制限される方に対して、ガイドヘルパー
を派遣します。

障がいにより移動が困難な方に対し、
移動支援・同行援護の支援を今後も継
続します。安全・安心な支援が提供でき
るよう職員の資質向上に努めます。

福祉教育事業 ハード、ソフト両面のバリアフリー化やユニバーサル
デザインについて児童生徒に啓発をします。

市内小・中学校へ職員を派遣し福祉教
育を行います。
車椅子・高齢者、障害疑似体験・介助犬
の訪問・体験

公共交通機関の充実、交通安全意識の向上については、市や地域の事業に協力を行うとともに、地域からの
ニーズを関係機関につないでいきます。

弥助成
郷の下
滑川生活センター前
下仲屋
上仲屋
伊之曽口
桜口
滑川
第二発電所前
 海上

徳吉
学校前
下音田
河之内
金比羅前
清水橋
法蔵寺
狩場
黒岩
中問屋
 白猪滝口

 松瀬川
坂口
新端
松瀬川公民館
中坪
音田口
三軒屋上
三軒屋下
三軒屋橋

川内保免
和田丸
批把坂

西谷学校前
久尾口
大根木

井内
中野口
川東口

井内北間 

横根
下八幡
拝志神社前
利山入口
二の瀬
友清
札場
五本松

岡

竹谷

荒木谷

荒木谷口

御所

除

大畑

井口

菖蒲

樋の口

福見山登山口

則
之
内
中
組

則
之
内

鎌
倉
堂

滝
の
下

天
神
大
橋

拝
志
農
協
前

別
府

仙
幸
寺

宮
の
段

上
村

竹
の
下

鶴
羽

中
野
石
鎚
前

中
野

政
友
口

小
村

西
谷
口

 

木
地

木
地
堰
堤
キ
ャ
ン
プ
場
前

藤
之
内

神
子
野

茶
堂

西
の
岡

川
内
支
所
前

横
河
原

川
内

落出土谷橋

桜三里霊園前二子松宮
の
谷

根引峠

至 西
条・新居浜

川内グリーンタウン上

松瀬川線

滑川線

河之内線井内線

さくらの湯

横河原駅前

利楽温泉・
坊っちゃん劇場前

見奈良口

至 松山市駅

河之内線のみ運行

至 森松
フジグラン重信SC前

梅本駅前

四国がん
センター

横河原

田窪

牛渕

梅本平井

見奈良
愛大医学部南口牛渕団地前

1日1往復
運行

愛大
病院前

自
衛
隊
前

水
泥

刈
屋

東温市役所

上林皿ヶ嶺登山口

主要バス停

伊予鉄道横河原線

川内線
新居浜特急線
森松横河原線
川内管内線（市内山間路線）
梅本ループ線
拝志線

各路線の終点バス停

■ 路線バス

■ 鉄  道

鉄道・バス路線図
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地域における現状と課題第4章
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　毎年制作している「ふれあ
いニコニコカレンダー」にお寄
せいただいた東温市内の幼稚
園・保育所の年長組さんの作
品です。
　１年間の思い出がいっぱい
詰まった子どもさんの作品を、
１冊のカレンダーにしました。
　１２か月を温かい気持ちにさ
せてくれます。

そがべ ねね　さん

おかだ けんしん　さん

やまもと ゆみか　さん

ながい こしち　さん
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１. 統計調査でみる地域の特性

⑴東温市の人口状況
　東温市の総人口は、平成２４年以降減少傾向にありますが、各種の人口減少対策により、ここ数年
は微増しています。
　人口ピラミッドをみると、６５～７０歳の高齢者人口の年齢層が総人口に占める割合が最も多く、続
いて６０～６５歳の年齢層が多くなっています。
　一方、０～１４歳の年少人口は、乳児期にかけて減少しており、今後さらに少子高齢化が進行してい
くと予想されます。
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⑵東温市の校区別統計情報
平成30年10月1日

小学校区 東谷 西谷 川上 北吉井 南吉井 拝志 上林 合計

人口 1,250 1,146 8,198 8,517 11,938 1,846 759 33,654

世帯数 679 458 3,565 3,833 5,333 792 324 14,984

（１世帯当たりの人数） 1.8 2.5 2.2 2.2 2.2 2.3 2.3 2.2

年少人口
（0歳〜14歳） 58 97 1,058 1,268 1,541 195 57 4,274

生産年齢人口
（15歳〜64歳） 625 618 4,707 5,147 6,844 1,000 406 19,347

老年人口（65歳〜） 567 431 2,433 2,102 3,553 651 296 10,033

（うち７５歳以上人口） 316 232 1,217 1,067 1,777 330 167 5,106

高齢化率 45.4% 37.6% 29.7% 24.7% 29.8% 35.3% 39.0% 29.8%

自治会数 4 2 9 6 11 2 1 35

サロン数（高齢者） 5 3 17 7 14 2 1 49

民生児童委員数 7 3 17 14 17 3 2 63

（一人当たりの世帯数） 97 153 210 274 314 264 162 238

要介護認定者数 159 95 515 458 711 158 71 2,167

独居高齢者数 115 40 367 326 516 83 37 1,484

障害者手帳保持者数 126 81 447 470 756 133 45 2,058

※【注1】要介護認定者数総数は2,185人であるが、うち市外（住所地特例）が18人おり、行政区の合計に含めていない。
※【注2】独居高齢者は避難行動要支援者名簿から抽出しているが、施設入所が判明している方は含めていない。
※【注3】身体障害者、療育、精神障害者の手帳保持者数（複数の手帳保持者の場合は、重複カウントとなっている。）
※【注4】校区をまたぐ行政区があり、西岡区は北吉井校区に分類し、見奈良区は南吉井校区に分類している。
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⑶校区別人口

⑷校区別高齢化率

平成30年10月1日現在

小学校区 東谷 西谷 川上 北吉井 南吉井 拝志 上林 合計

人口 1,250人 1,146人 8,198人 8,517人 11,938人 1,846人 759人 33,654人

平成30年10月1日現在

小学校区 東谷 西谷 川上 北吉井 南吉井 拝志 上林 合計

高齢化率 45.4% 37.6% 29.7% 24.7% 29.8% 35.3% 39.0% 29.8%

　東温市の校区別人口は、南吉
井が最も多く東温市人口のおよそ
３割を占めています。続いて北吉
井、川上、拝志、東谷、西谷、上林
の順です。

　東温市の高齢者は人口の約３割
を占めています。
　校区別の高齢化率で最も高い
校区は４５．４％の東谷で、続いて上
林、西谷、拝志、南吉井、川上、北
吉井の順です。

北吉井
25%

川上
24%

西谷
3%

東谷
4%

上林
2%
拝志
6%

南吉井
36%

東谷

西谷

川上

北吉井

南吉井

拝志

上林

東谷 西谷
（%）0

10

20

30

40

50

川上 北吉井 南吉井 拝志 上林

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

資
料
編

24



２. 小地域における現状と課題

東温市内の「ふれあい・いきいきサロン」を対象に、聞き取り調査を行いました。
市内にある５０か所のサロンの声を、小学校区ごとに取りまとめ、現状と課題の洗い出しをしました。
この貴重な声を参考に、皆様と一緒に地域について考える良い機会にしたいと思います。
調査にご協力いただきました地域の皆様、ありがとうございました。

北吉井小学校区

川上小学校区

東谷小学校区

西谷小学校区

上林小学校区

拝志小学校区

南吉井小学校区

第
１
章

第
２
章

第
３
章

資
料
編

第
４
章

25



90～
85～89
80～84
75～79
70～74
65～69
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
5～9

（人）0～4

100 10050 500

（男性） （女性）

～東谷小学校区における現状と課題～東谷

統計で見る小地域の特性
小学校区 東谷

人口 1,250
世帯数 679
（1世帯当たりの人数） 1.8
年少人口 58
生産年齢人口 625
老年人口 567
（うち75歳以上人口） 316
高齢化率（小数点第2位四捨五入） 45.4%
自治会数 4
サロン数（高齢者） 5
民生児童委員数 7
（1人あたりの世帯数） 97
要介護認定者数 159
独居高齢者数 115
障害者手帳保持者数 126

人口ピラミッド

東谷小学校区
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雨滝

惣河内神社
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～東谷小学校区における現状と課題～東谷

山間地、中山間地に位置し、生活関連施設、交通機関が少ない校区です。
また、東温市内で高齢化率が一番高い校区です。
白猪の滝や滑川渓谷など、夏には避暑、秋には色鮮やかな紅葉、冬には滝の氷瀑など、
四季を通じて多くの観光客が訪れています。
住民同士のコミュニケーションがとれており団結力のある校区です。

自慢できること

観光
・白猪の滝・源太桜・唐岬の滝
・滑川渓谷・滑川野外活動研修施設
団体グループ
・団体グループが多い
強み
・温暖で穏やかで犯罪が少なく元気な地域
・雨瀧のある景色が綺麗
・おいしい水、米、空気がある
地域福祉活動
・「なんでも話し会」を毎月開催している
・「土谷だより」を毎月発行して、土谷公
　　民館で行う行事等周知している

課題・希望

課題
・交通機関が少ない
・医療関連事業所がない
・福祉関係事業所が少ない
・生活関連施設が少ない
・移動販売、訪問診療がない地区がある
・避難所が遠い
・バス停までが遠く活動に参加できない
・地域活動の継続が高齢化で困難な状況
・一人暮らし高齢者や空き家の増加
希望
・年寄りが気軽に集える場がほしい
・街灯が少ないので増やしてほしい
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住民参加の無人市

土谷だより　毎月発行

なめがわ清流の森

かまくらサロン　詐欺被害防止教室
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～西谷小学校区における現状と課題～西谷

統計で見る小地域の特性
小学校区 西谷

人口 1,146
世帯数 458
（1世帯当たりの人数） 2.5
年少人口 97
生産年齢人口 618
老年人口 431
（うち75歳以上人口） 232
高齢化率（小数点第2位四捨五入） 37.6%
自治会数 2
サロン数（高齢者） 3
民生児童委員数 3
（1人あたりの世帯数） 153
要介護認定者数 95
独居高齢者数 40
障害者手帳保持者数 81

人口ピラミッド

西谷
小学校区
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塩ヶ森ふるさと公園

棚田の風景井内ぼたん園
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保免いきいきサロン　天使の音楽会

～西谷小学校区における現状と課題～西谷

山間地、中山間地に位置し、生活関連施設、交通機関の少ない校区です。
棚田の幻想的な景観が広がり、昔ながらの農村風景を見ることができるスポットです。
市内外から多くの写真愛好家が訪れています。
若い人たちが積極的に地域の活動を盛り上げています。

自慢できること

観光
・キャンプ場・農家レストラン
・古民家体験施設・三島神社・塩ヶ森
強み
・地域行事が多く活発である
・田んぼが整備され作業がしやすい
・井内米がおいしい
・棚田の景観
・水がおいしい
・治安が良く、夏は涼しい
・比較的、空き家が少ない
・高速道路のインターチェンジが近く、松山　
　まで30分で行ける
・若者が積極的に地域を担ってくれている
　地区もある

課題・希望

課題
・交通機関が少ない
・医療、福祉関係事業所がない
・生活関連施設が少ない
・団体グループが少ない
・空き家が増加した
・車が運転できないと生活が難しくなる
・避難場所が遠いため再考してほしい
・一人暮らしの高齢者が多い
・地域の活動の継続が困難になっている
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井内友愛会　絵葉書
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～川上小学校区における現状と課題～川上

統計で見る小地域の特性
小学校区 川上

人口 8,198
世帯数 3,565
（1世帯当たりの人数） 2.2
年少人口 1,058
生産年齢人口 4,707
老年人口 2,433
（うち75歳以上人口） 1,217
高齢化率（小数点第2位四捨五入） 29.7%
自治会数 9
サロン数（高齢者） 17
民生児童委員数 17
（1人あたりの世帯数） 210
要介護認定者数 515
独居高齢者数 367
障害者手帳保持者数 447

人口ピラミッド
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ふるさと交流館さくらの湯

川内インターチェンジ川内公園

川上
小学校区

北方鉱泉
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東温ゆったりサイクリング

～川上小学校区における現状と課題～川上

自慢できること

観光
・バスの便が多い
・インターチェンジ、高速バス乗り場がある
医療福祉
・医療、福祉関係事業所が多い
生活関連
・生活関連施設が多い
観光
・さくらの湯・塩ヶ森・ゴルフ場
団体グループ
・団体グループが多い
強み
・空き家が少ない
・農地が整備され作業がしやすい
・耕作放棄地が少ない
・自然豊かで水が綺麗で野菜がおいしい
地域福祉活動
・ほっこり奥松
・焼き芋会で警察消防と啓発活動の実施

課題・希望

課題
・地域によっては生活関連施設が少ない
・避難所が遠い
・災害の意識が低い
・地区の会や団体の連携ができていない
・近所付合いが希薄で関わりを持てない
・若者が組入りせず連携が取れない
・子どもの挨拶が少ない
・活性化を意識したいが環境的に難しい
・集会所の予定が多く利用しにくい
・男性や高齢者が活動に参加しない
希望
・福祉のバス、乗合タクシー、電車がほしい
・地域の見どころを宣伝してほしい
・空き家を活用したい
・防災放送をゆっくり言ってほしい
・常設サロン、老人ホームがほしい
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山間地と市街地がある地区で、医療機関、生活関連施設が充実しています。
ふるさと交流館さくらの湯は、温泉施設、トレーニングルーム、プールを備えており、
多くの市民が健康増進や疲れを癒す目的で利用しています。
地域活動が活発に行われており、サロンの数は東温市内で一番多い校区です。

ほっこり奥松　山の音楽会

横灘団地　地域交流会

31



90～
85～89
80～84
75～79
70～74
65～69
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
5～9

（人）0～4

400 400200 2000

（男性） （女性）

～北吉井小学校区における現状と課題～北吉井

統計で見る小地域の特性
小学校区 北吉井

人口 8,517
世帯数 3,833
（1世帯当たりの人数） 2.2
年少人口 1,268
生産年齢人口 5,147
老年人口 2,102
（うち75歳以上人口） 1,067
高齢化率（小数点第2位四捨五入） 24.7%
自治会数 6
サロン数（高齢者） 7
民生児童委員数 14
（1人あたりの世帯数） 274
要介護認定者数 458
独居高齢者数 326
障害者手帳保持者数 470

人口ピラミッド

北吉井
小学校区
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観月祭

総合運動公園サイクリングロード
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～北吉井小学校区における現状と課題～北吉井

自慢できること

交通
・交通機関が充実している
医療福祉
・医療、福祉関係施設が多い
教育
・愛媛大学医学部がある
生活関連
・生活関連施設が多い
行事
・観月祭・こいのぼり
観光
・ビャクシン・阿歌古渓谷・漣痕化石
団体グループ
・団体グループが多い
強み
・電車やバス、大きな病院が近くにある
・高齢者、若者の割合や町すぎず、田舎すぎず
　とバランスが良い地域

課題・希望

課題
・放送が聞こえない場所がある
・地域活動に参加しない人が多い
・商店街の活気がなくなった
・空き家が多い
・移動販売が中止になった地区もある
希望
・生活をするために送迎の支援がほしい
・交通マナーや運動の教室の開催をしてほしい
・ゴミ出し支援の実施をしてほしい
・集会所のカラオケの増曲をしてほしい
・キャンプ場にAEDとトイレを設置し、清掃
　をしてほしい

第
１
章

第
２
章

第
３
章

資
料
編

第
４
章

木曜サロン　干支の色紙完成

サロンよこがわら　小物入れ制作中

山間地と市街地がある校区で、観月祭を始め、多くのイベントが行われ、市外からたく
さんの人が訪れています。
生活関連施設、交通機関等に恵まれた校区です。
大学病院があることや、大規模な団地が造成されたことにより、転入者の多い校区です。
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～南吉井小学校区における現状と課題～南吉井

統計で見る小地域の特性
小学校区 南吉井

人口 11,938
世帯数 5,333
（1世帯当たりの人数） 2.2
年少人口 1,541
生産年齢人口 6,844
老年人口 3,553
（うち75歳以上人口） 1,777
高齢化率（小数点第2位四捨五入） 29.8%
自治会数 11
サロン数（高齢者） 14
民生児童委員数 17
（1人あたりの世帯数） 314
要介護認定者数 711
独居高齢者数 516
障害者手帳保持者数 756

人口ピラミッド

南吉井
小学校区
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ねり行事 坊っちゃん劇場

どてかぼちゃカーニバル
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～南吉井小学校区における現状と課題～南吉井

自慢できること

交通
・交通機関が充実している
医療福祉
・医療、福祉関系事業所が多い
生活関連
・生活関連施設が多い
行事
・ジャズの夕べ
観光
・レスパスシティ・隻手薬師
団体グループ
・団体グループが多い
強み
・自然があり空気や景色が綺麗
・行事活動が多い
・子育てサロンがある

課題・希望

課題
・住民が多く連携しにくい
・小地域に住民が集まる場や機会が無い
・桜の時期、公園の便所掃除が大変
・放送が聞こえない場所がある
・避難所が古い、遠い地区がある
・地域活動に参加する人の減少
・空き家の増加
・一人暮らし高齢者が増えた
希望
・集会所で運動指導をしてほしい
・三世代交流で外出したい
・若者が移住して活動に参加してほしい
・災害時に備えて訓練を行ってほしい
・地域連携を図るために地域住民を対象に
　集会所でいろんな行事をしてほしい
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おり姫サロン いちご大福づくり

宇氣洲神社　ジャズの夕べ

市街地に位置し、生活関連施設や交通機関に恵まれた校区です。
レスパスシティは春に菜の花、秋にはコスモスの花が綺麗に咲き、来場者を歓迎して
くれます。坊っちゃん劇場で観劇を楽しんだり、利楽温泉で疲れを癒したりすること
ができます。
市内での人口、世帯数、生産年齢人口、年少人口が一番多く活気のある校区です。
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～拝志小学校区における現状と課題～拝志

統計で見る小地域の特性
小学校区 拝志

人口 1,846
世帯数 792
（1世帯当たりの人数） 2.3
年少人口 195
生産年齢人口 1,000
老年人口 651
（うち75歳以上人口） 330
高齢化率（小数点第2位四捨五入） 35.3%
自治会数 2
サロン数（高齢者） 2
民生児童委員数 3
（1人あたりの世帯数） 264
要介護認定者数 158
独居高齢者数 83
障害者手帳保持者数 133

人口ピラミッド

拝志
小学校区

上村のこいのぼり

佐古ダム

花き研究指導室
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～拝志小学校区における現状と課題～拝志

自慢できること

交通
・スーパーまでの送迎がある
・乗合いタクシーがある
行事
・マスのつかみ取り
・クリスマスのイルミネーション
・鯉のぼり
観光
・ゴルフ場・佐古ダム
強み
・地域行事が多く活発である
・水田が多く、風が涼しい

課題・希望

課題
・交通機関が少ない
・医療関連事業所がない
・福祉関係事業所が少ない
・生活関連施設が少ない
・団体グループが少ない
・市の放送が聞こえづらい場所がある
・車がないと生活が不便
希望
・乗合いの福祉タクシーがほしい
・老人ホームがほしい
・スーパーやコンビニがほしい
・高齢者と子どもの交流の場がほしい
・避難所の再考をしてほしい

サロン福寿草　七夕に願いを

里神楽

第
１
章

第
２
章

第
３
章

資
料
編

第
４
章

主に中山間地の校区であり、生活関連施設、交通機関が少ない校区です。
地域おこしグループの活動が活発で、地域課題に積極的に取り組んでいます。
行事がたくさんあり、過去に水害が多かったため、防災意識が高い校区です。

クリスマスイルミネーション
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～上林小学校区における現状と課題～上林

統計で見る小地域の特性
小学校区 上林

人口 759
世帯数 324
（1世帯当たりの人数） 2.3
年少人口 57
生産年齢人口 406
老年人口 296
（うち75歳以上人口） 167
高齢化率（小数点第2位四捨五入） 39.0%
自治会数 1
サロン数（高齢者） 1
民生児童委員数 2
（1人あたりの世帯数） 162
要介護認定者数 71
独居高齢者数 37
障害者手帳保持者数 45

人口ピラミッド

上林
小学校区
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白糸の滝

風穴そうめん流し
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～上林小学校区における現状と課題～上林

自慢できること

交通
・スーパーまでの送迎がある
・乗合いタクシーがある
観光
・そうめん流し・風穴・白糸の滝
強み
・自然が良く水、お米、空気がおいしい
・103歳の方がまだ敬老会に参加している
・他方から来た方も喜んで組入りしてくれる
・近所付き合いが良く誰かが気にかけてくれて
　いるので孤独死が少ない
・後継者との関わりが比較的深く良好な環境
　が築けている

課題・希望

課題
・交通機関が少ない
・医療、福祉関係事業所がない
・生活関連施設が少ない
・団体グループが少ない
・若い人が市外に転出し、高齢化が進んでいる
・後継者不足
希望
・みんなが集まる場を今後も提供してほしい
・三世代が安心して一緒に暮らしたい
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サロンささゆり　健康体操

門松づくり

山間地に位置し、生活関連施設、交通機関の少ない校区です。
夏のそうめん流し、風穴、白糸の滝は、四季折々の変化を楽しむことができ、市内外か
らの観光客で賑わっています。
住民同士の関係が良く、普段の生活から自然と助け合いができており、団結力のある
校区です。
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東温市内におけるボランティア活動の現状を把握するためアンケート調査を実施しました。

調査に関する基本事項

調査対象	 東温市ボランティアセンター登録の32団体575人

調査方法	 無記名、自記式の質問紙調査（郵送又は手渡し）

調査期間	 平成30年8月9日〜10月9日

回 収 率 団体数 回答団体数（％） 有効回答数（%）

32 22（69） 22（69）

会員数 回答者数（%） 有効回答数（%）

575 180（31） 180（31）

17%

83% ■男 ■女

性別

年齢
1%
2%

5%
10%

9%

28%

39%

5%
1%

■10歳代 ■20歳代 ■30歳代 ■40歳代 ■50歳代
■60歳代 ■70歳代 ■80歳代 ■90歳代

Ｑ1．	あなたの性別を教えてください
	 男30人　女150人

Ｑ2．	あなたの年齢を教えてください
	 10歳代	 2人	 20歳代	 4人
	 30歳代	 8人	 40歳代	18人
	 50歳代	17人	 60歳代	51人
	 70歳代	70人	 80歳代	 9人
	 90歳代	 1人
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３. 地域の声
⑴ボランティア活動を通して
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Ｑ3．	あなたが行っているボランティア活動に当てはまるものに○をつけてください
	 （学習援助から介護までのカテゴリーは「その他」に記載されていた内容）

※Q4〜Ｑ8の問いに関しての回答はいくつかのカテゴリーに分類。
Ｑ4．	あなたがボランティアをするきっかけを教えてください（何個書いてもいいです）

その他詳細
・サークルが参加しているから・夢・非常時に自分のできることをしたい・退職後、時間ができたから
・婦人会活動に参加するようになってから・市の仕事をしていたから・仕事の関係・自分探し
・阪神淡路大震災が契機・たくさんの人の笑顔が見たいから・暇だから　等
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Ｑ5．	ボランティアに対してどのような支援があったらいいですか？（何個書いてもいいです）

その他詳細
・あくまでボランティアなので支援はいらない・練習室を気軽に貸してほしい・公共の応援
・ポイント制による自分へのご褒美・各代表者の方に精神面の助けをくださるとうれしいです
・ボランティア初級の人だけでなく、また、ベテランの方だけでもなく、どこにどうボランティアに行っ
　ても不安にならない環境を作ってほしいです・専用の部屋がほしいです・活動しやすい環境
・ボランティアが地域活性化を通じて自立できるようにする支援・他のボランティアさんの演奏や芸能
　を通じて交流があれば良い　等

45
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（人）
ボランティアに対してどのような支援があったらいいですか？

Ｑ6．	ボランティアをしていて困ったことがあれば教えてください（何個書いてもいいです）

その他詳細
・自分の年齢・人の世話より自分のこと・日本はまだまだボランティアの理解が不足・本当に皆様のために
　なっているのか ?押し付けになっているのではないか・根性と体力を維持するのが難しい
・年代が違って価値観が違っていた時・忙しくて思うように時間がとれない
・日程調整が上手くいかないことが多い・勝手な批判、中傷、嫌がらせ、妨害
・時期によっては割と早いスパンでボランティアの声がかかり、準備があまりできず困った　等
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Ｑ7．	やってみたいボランティア活動はありますか？（何個書いてもいいです）

Ｑ8．	あなたにとってボランティアの楽しみ又は行う理由は何ですか？（何個書いてもいいです）

その他詳細
・研修旅行等もできること・人として生きたい・無関心になりがちなボランティアの情報を得られること
・生活の一部・教えられること多い・足腰を動かす・日頃の成果を発表する良い機会・余暇の充実
・仕事のストレス解消・半強制的な部分があるがボランティア後は快適に思う　等

その他詳細
・今のままで十分・フラダンス・もっと困っているお年寄りのために「生きる力」を与えたい
・書道・硬筆・買い出し代行・困っている独居老人の支援・地域づくり
・大人への絵本の読み聞かせ・ファミリーサポート・被災地へ行って後片付けや炊き出し
・脳トレ・レクリエーション・ 1日、半日で終わるボランティア（清掃）
・地域の行事の手伝い・自然を守るボランティア・お祭りの手伝い　等
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この資料は、平成30年7月〜9月の間に東温市こども館3館（いわがら・さくら・よしいの）へ来館した小学
生・中学生・高校生への聞き取り調査を基に作成しました。【回答数 292】

〜子どもたちが考える今の東温市〜

地域の自慢と好きな場所

公共施設・市の取組
・こども館が楽しい
・地域の公園がたくさんある
・図書館
・公民館が広い
・横河原ぷらっとホーム
・学校のグラウンドが使える
・広報が読みやすい
・イベントが多い
・中学生まで病院が無料
・病院が多い

商業施設
・かどみせのアイス
・坊っちゃん劇場
・フジグラン重信
・さくらの湯
・利楽
・いちご日和
・ネジマキカフェ
・花キャベツ
・MARS

自然・景観
・風穴　　　　　　 ・桜がきれい
・ザリガニがいる池　 ・自然がいっぱい
・もち麦・はだか麦　 ・白猪の滝
・ホタルが見られる　 ・皿ヶ嶺
・生き物がたくさん　 ・重信川河川敷
・緑がきれいなところ
・風が気持ちいい
・田んぼ
・滑川渓谷

3 つの地域における課題・要望

南吉井地区
（よしいのこども館）

・道幅の拡張
・公園をきれいにしてほしい
・駅をきれいにしてほしい
・プールがほしい
・通学路の除草・殺虫
・ポイ捨て
・ゴミを分別してほしい
・横断歩道を増やしてほしい
・スポーツ施設がほしい
・もっと飲食店がほしい
・学校にエアコンがほしい
・ Free Wi-Fi がほしい

川内地区
（さくらこども館）

・ボールを使える場所がほしい
・道路の舗装整備、除草
・公園を増やしてほしい
・車のスピードを落としてほしい
・ポイ捨てをしないでほしい
・お店を増やしてほしい

北吉井地区
（いわがらこども館）

・道路の舗装
・交通標識を増やしてほしい
・お店を増やしてほしい
・公園を広くしてほしい
・害虫の駆除
・ブロック塀が高い
・道幅の拡張
・学校にエアコンをつけてほしい
・道路に車を停めるところ
・横断歩道を増やしてほしい
・もっと花を植えてほしい
・行事を多くしてほしい
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⑵こども館から発信
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子どもたちが思う理想の地域像

グラフで見る東温市の現状

食べ物が
　おいしいところ

人と人のつながりが
　深い地域

明るく楽しい地域

おしゃれな地域

みんなで
　協力し合える地域

景色が
　きれいな地域

優しい人がいっぱいいて
　笑顔があふれる地域

お店が多く便利で
　みんなが過ごしやすい地域

はい
35%

今は分からない
54%

いいえ
11%

大人になっても東温市に住みたいですか？
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この資料は、平成３０年７月〜９月の間に東温市こども館3館（いわがら・さくら・よしいの）へ来館した子育
て中の保護者への聞き取り調査の結果を基に作成しました。【回答数 72】

〜子育て中の保護者が考える今の東温市〜

地域の自慢と好きな場所

公共施設・市の取組
・図書館
・花き研究指導室
・東温市運動公園
・各地域の公園
・支援センター
・児童館が使いやすい
・保育園の設備が良い
・子育て支援の充実
・特別支援教育体制の充実
・ゆるキャラ（いのとん）

商業施設
・あさつゆマルシェ
・クールスモール
・フジグラン重信
・さくらの湯
・買い物の便が良い
・朝市の充実、物価
　が安い
・コンパクトで生活
　しやすい

自然・景観
・伊予鉄の沿線　　　 ・風穴
・のどかな田んぼ道　 ・災害が少ない
・河川敷の桜並木　　 ・白猪の滝
・愛大医学部周辺　 ・山之内菖蒲堰
・ハロウィンの森
・井内地区の棚田
・自然が多い
・皿ヶ嶺
・滑川渓谷
・塩ヶ森公園

3 つの地域における課題・要望

南吉井地区
（よしいのこども館）

・ゴミ回収日の改善
・商業施設の増加
・街灯の設置
・道路の除草・清掃
・公園の除草・清掃
・中央分離帯等の除草
・交通手段の見直し
・市民プールの設置
・交差点へのミラー設置
・歩道、自転車専用道の設置
・空き家対策

川内地区
（さくらこども館）

・ゴミの不法投棄問題
・商業施設の増加
・道路の除草
・くぼの泉公園のケムシ対策
・一時預かり制度の整備
・南方東公園へ時計の設置
・見奈良アウトレットの改善
・信号の設置
・街灯の設置
・歩道の整備
・交通手段の整備

北吉井地区
（いわがらこども館）

・ゴミ回収の見直し
・市民プールの設置
・公園への植樹
・道路事情の改善
・一時預かり制度の整備
・夜間救急制度の整備
・小学校全教室へのクーラー設置
・支援センターの充実
・北吉井小正門側歩道の整備
・空き家の有効活用
・地域差が大きい
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グラフで見る東温市の現状

今の東温市は魅力的だと思いますか？

充実していると思われる項目は？（複数回答あり）

90.3%

9.7%

■はい
■いいえ

25

20

15

10

5

0

■交通機関

■医療

■福祉

■教育

■生活関連

■観光

■伝統文化

■公民館活動

■その他

車が走りやすい
子育て支援体制
飲食店が豊富

南吉井地区 川内地区北吉井地区
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項　目
2017 ２０１８年度

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

策定
体制

策定委員会の開催
　・提供資料に基づく東温市地域福祉活動
　　計画のための協議

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

社協策定実行メンバーワーキング部会
　・社協内メンバーでの策定のための
　　作業部会　（地区担当・活動担当）

研
修

打
合
せ

打
合
せ

部
会

部
会

部
会

部
会

部
会

部
会

部
会

部
会

部
会

研
修

調査

各種統計データの整理
　・国・県・東温市の動向把握
　・東温市地域福祉計画の確認・把握
　・東温市全体の現状及び福祉関連の
　　各種現状の整理

市民
参加

市民ヒアリング調査
　・自治会、サロン参加者、お世話人等

地域のサロン
５０か所　ヒアリング

団体等ヒアリング調査
　・地域福祉に携わるボランティア団体等

ボランティア団体
ヒアリング

児童・生徒ヒアリング調査
　・夏休み福祉の仕事一日体験をする
　　子ども達、児童館

児童・生徒
ヒアリング

計画
策定

計画骨子案の作成
　・基本理念、基本目標までを含めた施策
　　体系（案）の作成

計画素案の作成
　・計画骨子案に沿った各施策

計画案の作成・修正

最終計画案の作成・修正

完成報告会

資料編

１. 計画策定の経過

■策定委員会における主な議題

開　催　日 議　題

第１回 平成３０年 ８月３０日（木） ・東温市地域福祉活動計画の基本方針について
・進捗状況の報告について

第２回 平成３０年１０月２６日（金） ・ヒアリングの調査結果について
・計画骨子案について

第３回 平成３０年１２月１９日（水） ・計画素案について

第４回 平成３１年 2月 8日（金） ・計画案の最終確認について
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２. 東温市地域福祉活動計画策定委員会規則
（目的）
第１条　東温市社会福祉協議会が策定する東温市地域福祉活動計画（以下「活動計画」という。）の進捗管理、
　評価に関する事項について、調査及び審議するため、東温市地域福祉活動計画策定委員会（以下「委員会」と
　いう。）を設置する。

（所掌事務）
第２条　委員会は、次に掲げる事務を所掌する。
⑴活動計画の進捗管理、評価に関すること
⑵活動計画に基づき実施される事業の点検と課題の分析・整理
⑶その他委員会の目的を達成するために会長が必要と認めたこと

（組織）
第３条　委員会は、委員１５名以内で組織し、次に掲げる者のうちから会長が委嘱又は任命する。
⑴学識経験者　
⑵保健・医療及び福祉の関係者
⑶市民を代表する者
⑷関係行政機関の職員
⑸その他会長が必要と認める者

（任期）
第４条　委員の任期は、委嘱又は任命の日から第２条に定める所掌事項が達成されたときまでとする。
２委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
３委員は、再任されることができる。

（委員長及び副委員長）
第５条　委員会に委員長及び副委員長を各１名置く。
２委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。
３委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。
４副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を代理する。

（会議）
第６条　委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。ただし、委員委嘱後最初に招集される委員会は、
　会長が招集する。
２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。
３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（意見の聴取）
第７条　委員長が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め意見若しくは説明を聞き、又は必要な資料
　の提出を求めることができる。

（庶務）
第８条　委員会の庶務は、東温市社会福祉協議会において処理する。

（委任）
第９条　この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定める。

　　　附  則
　この規則は、平成３０年８月１日から施行する。
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３. 東温市地域福祉活動計画策定委員会委員名簿
順不同　敬称略

№ 職　　名 氏　　名 備考

１ 東温市ボランティア連絡協議会 会長 菅　野　 邦　彦 委員長

２ 東温市民生児童委員協議会会長
（兼 川内地区民生児童委員協議会会長） 宮　田　 惠　子 副委員長

３ 東温市民生児童委員協議会 副会長
（兼 重信地区民生児童委員協議会会長） 髙　塚　 正　一

４ 東温市区長会 会長 三　棟　 義　博

５ 東温市老人クラブ連合会 会長 田　中　 康　雄

６ 東温市婦人会 会長 髙須賀　 惠美子

７ ガリラヤ荘 施設長 丹　 　　紀　代

８ ウエルケア重信 施設長 宇　和 　美代子

９ しげのぶ清愛園 施設長 宇都宮　 浩  司

10 三恵ホーム 施設長 佐　伯　 　　守

11 東温市市民福祉部 部長
（兼 東温市福祉事務所長） 安　井 　重　幸

12 東温市教育委員会 事務局長 渡　部　 祐　二

13 聖カタリナ大学人間健康福祉学部 教授 恒　吉　 和　徳 アドバイザー
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４. 東温市社会福祉協議会のあゆみ

年度 総務・地域福祉事業 受託事業 介護事業等

S52
⇩
合併

〇重信町社会福祉協議会法人化
　ボランティア事業、ふれあいのまちづくり事業、給食サービス、乳酸菌配布事業
　心配ごと相談、法律相談、地区訪問型ミニデイ、独居高齢者訪問、入浴サービス
　介護保険事業、支援費事業　その他各種事業を展開

S53
⇩
合併

〇川内町社会福祉協議会法人化
　ボランティアセンター、給食サービス、心配ごと相談、法律相談、紙おむつ配布
　放課後児童クラブ、生きがい活動支援通所、ヘルパー養成研修、独居高齢者訪問
　入浴サービス、移送サービス、介護保険事業、支援費事業　その他各種事業を展開

H16

東温市社会福祉協議会
法人化（合併）9/21

重信町社協・川内町社協の
地域福祉事業を継続

・在宅介護支援センター事業
　受託開始
・老人福祉センター運営事業
　受託開始
・食の自立支援事業受託開始
・生活管理指導員派遣事業
　受託開始

・介護保険事業
　訪問介護
　居宅介護支援
・障害者支援費事業
　居宅介護
　移動支援

H17 ・福祉サービス利用援助事業 ・いわがらこども館運営事業
　受託開始6/22

・障害者自立支援事業
　居宅介護・移動支援

H18 ・法人後見事業
・地域包括支援センター
　運営事業受託開始
・運動指導事業受託開始

・介護予防支援事業
　（予防ケアプラン）
・介護予防訪問介護事業

H19 ・障害者相談支援事業
　受託開始

H21
・さくらこども館運営事業
　受託開始 
・セーフティーネットワーク事業
　受託開始12/1

H25 ・行政書士相談所開設 ・障害者基幹相談支援センター
　事業受託開始10/1

（障害者総合支援事業）
障害者特定相談支援事業
障害者一般相談支援事業
障害福祉サービス事業

H26 ・司法書士相談所開設
・曽根基金創設 4/14 ・障害者虐待防止センター

H27 ・社会貢献事業
・生活困窮者自立相談支援事業
　受託開始
・よしいのこども館運営事業
　受託開始10/1

・介護職員初任者研修事業

H28 ・まごころ福祉基金創設7/26

H29
・社会福祉法人制度改革4/1
・土地家屋調査士相談所
　開設10/1
・社会福祉法人連携会議

・訪問サービスA型従事者養成
　研修事業

H30 ・税理士相談所開設12/1 ・生活支援体制整備事業
　受託開始
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①なごみサロン
　毎月1回水曜日
　3〜4時間
　狩場集会所

②くすのきサロン
　15日（土日祝は前日）
　10:00〜15:00
　徳吉集会所

③かまくらサロン
　第3火曜日
　2〜5時間
　永野集会所

④さつきサロン
　第3土曜日
　9：00〜15：00
　和田丸集会所

⑤保免いきいきサロン
　第2土曜日
　10：00〜14:00
　保免集会所

⑪よこなだシニアサロン
　“with（ウィズ）”
　第1火曜日
　9:00〜14:30
　横灘団地公民館

⑫北方東なかよし会
　第1木曜日
　9:30〜13:30
　北方東公民館

⑬北方西夢サロン
　第2月曜日（変更有）
　10:30〜14:30
　北方西公民館

⑭広見サロン
　第1水曜／第3日曜
　（水）13:00〜15:30
　（日）13:30〜16:00
　宮東集会所

⑮宮東ふれあいサロン
　不定期
　10：00〜15:00
　宮東集会所

�高木組ふれあい・いきいき
　サロン「いずみの会」
　月中旬の土曜日
　11:00〜14:00
　高木組集会所

�いきいきサロンねむの木
　第1水曜日
　10:00〜12:00
　板戸集会所

�ふれあいの森サロン
　第1土曜日
　2時間
　森集会所

�いきいきサロン茶堂
　第3日曜日
　2時間
　茶堂集会所

�サロンもずく
　毎月参加者希望日
　10:00〜14:00
　吉久集会所

�サロンよこがわら
　第2日曜日（奇数月）
　13:30〜15:30
　横河原公民館
　ぷらっとホーム

�木曜サロン
　第4木曜日
　奇数月9:30〜12:00
　偶数月9:30〜14:00
　志津川集会所

�八反地ふれあい・
　いきいきサロン
　原則15日（変更有）
　八反地集会所

�ひまわりサロン
　毎月1回火曜日
　偶数月10:00〜15:00
　奇数月13:00〜15:30
　西岡公民館

�みならサロン
　第1木曜日
　13:30〜15:30
　見奈良公民館

�花の香
　年12回（不定期）
　3〜4時間
　牛渕団地第1集会所

�ふれあいサロン播磨台
　第3水曜日
　10:00〜15:00
　播磨台団地集会所

�ふれあいサロン杏の会
　第4水曜日（変更有）
　10:00〜
　上樋集会所

�南野田ふれあいサロン
　奇数月（不定期）
　11:00〜14:00
　南野田集会所

�ポエムの泉
　奇数月第4木曜日
　9:30〜12:30
　北野田公民館

�上村サロン玉糸
　2か月に1回（不定期）
　3〜4時間
　上村集会所

�いちごサロン
　年6回
　13:00〜16:00
　中央公民館
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川内中学校

川内IC

吉 久

南 方
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文

文
上林小学校
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ツインドーム重信
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�
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桜三里・西条市へ→

さくらの湯

さくらこども館

東温市役所川内支所

川内公民館

いわがらこども館

愛媛大学医学部附属病院

�

東温市中央公民館

東温市役所

重信中学校

東温市社協

�

森の交流センター

花き研究指導室
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⑥井内友愛会
　第4土曜日
　10:00〜15:00
　川東集会所

⑦滑川サロン
　第1水曜日
　10:30〜15：30
　滑川生活改善センター

⑧サクラサロン
　第1水曜日
　10:00〜14:00
　土谷公民館

⑨松笠サロン
　毎月15日
　10:00〜15:00
　奥松瀬川公民館

⑩前松サロン
　第3水曜日
　11:00〜13:00
　前松瀬川公民館

⑯天神サロン
　第2木曜日
　4時間
　町東部公民館

⑰にこにこサロン
　第1水曜日
　2時間
　町東部公民館

⑱小町サロン
　第1火曜日
　10:30〜14:00
　町西公民館

⑲小坂サロン
　第2日曜日
　11:00〜14:00
　小坂集会所

⑳まん月会
　第3水曜日
　10:00〜13:30
　竹之鼻集会所

�パピルス
　第1土曜日
　14:00〜16:00
　川内・中央公民館

�東温家族介護の会
　たんぽっぽ
　原則第3水曜日
　10:00〜15:00
　東温市内

�すみれ会
　第2木曜日
　10:00〜15:00
　井口集会所

�ひだまりの家
　第2火曜日
　13:30〜15:30
　山之内集会所

�ビャクシン
　年6回（偶数月）
　10:30〜14:00
　樋口集会所

�田窪団地サロン
　第2火曜日
　10:30〜13:30
　田窪団地集会所

�ほほえみサロン
　偶数月第4土曜日
　10:30〜14:00
　田窪公民館

�おり姫サロン
　第2水曜日
　4時間
　田窪公民館

�サロン・うしぶち
　奇数月第3か第4木曜
　9:30〜14:00
　牛渕集会所

�ふれあいサロン堀池
　年18回
　9:00〜18:00の間
　堀池集会所

�もやいっこ
　毎月25・26日頃
　9:00〜12:30
　野田集会所

�ひかりっこ
　原則第1月曜日
　10:00〜12:00
　野田集会所

�わいわいサロン
　第2火曜日
　10:00〜13:30
　新村集会所

�サロンささゆり
　第1月曜日
　10:00〜13:00
　上林公民館

�サロン福寿草
　2か月に1回（不定期）
　10:00〜14:00
　下林集会所
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６. 東温市社会福祉協議会の仕事

地域包括支援センター

高齢者の総合的な
ワンストップ相談窓口です。
〇総合相談支援事業
〇権利擁護事業（虐待・後見）
〇包括的・継続的マネジメント事業
〇任意事業
　・家族介護教室・認知症サポーター
　・介護相談員派遣
〇在宅医療介護連携事業
〇生活支援体制整備事業
〇認知症総合支援事業
〇地域ケア会議推進事業
〇生活支援型配食サービス
〇運動指導事業
　・プール使用型・介護予防運動
　・短期集中型・地区訪問型
〇セーフティネット事業
〇ふれあいコール事業

在宅福祉

〇介護保険
　訪問介護
　ケアマネジメント
　認定調査
〇障害福祉サービス
　居宅介護・重度訪問介護　
　同行援護・移動支援

くらしの相談支援室

生活に困っている方の相談
窓口です。
〇生活困窮者自立支援事業
○生活福祉資金貸付事業
○被保険者就労支援事業

基幹相談支援センター

障がい者の総合的な
ワンストップ相談窓口です。
〇総合相談
〇サービス調整・就労支援
〇地域移行・地域定着支援
〇障がい者虐待防止センター
〇障害支援区分調査
〇特定・一般計画相談

共同募金

〇赤い羽根共同募金運動
　期間（10/1～ 12/31）
〇歳末たすけあい運動
　期間（12/1～ 12/31）
障がい者仲間づくり事業
ふれあいニコニコカレンダー
ふれあい・いきいきサロン助成
ボランティア団体助成等

いわがらこども館
さくらこども館
よしいのこども館

老人福祉センター管理

シルバー人材センター運営

地域福祉

ボランティアセンター
ふれあい・いきいきサロン
総合相談（法律相談・心配ごと相談）
各種講座・福祉教育
福祉サービス利用援助・法人後見
ふれあい給食サービス
子育て支援すくすく
夏休み福祉の仕事一日体験
まごころ銀行
（紙おむつ購入費助成・災害等緊急対策）
広報啓発活動 ･社会福祉大会
社会貢献事業 ･活動計画策定

『 社 協 』
社協は「東温市に住んで良
かった」と思えるまちづくりを
目指した、地域コミュニティ
づくりを推進しています。
皆様の温かいご協力をお願
いします。
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[ 尊厳の尊重と自立支援 ]
1. 私たちは、人々の尊厳と自己決定を尊重し、その人が抱える福祉問題を解決し、住み慣れた地域
	 でその人らしく暮らすことができるよう最善を尽くします。

[ 福祉コミュニティづくり ]
2. 私たちは、住民が身近な地域における福祉について関心をもち、福祉活動に参加する住民主体に
	 よる福祉コミュニティづくりをめざします。

[ 住民参加と連携・協力 ]
3. 私たちは、住民参加と地域の連携・協働により業務を行うことを心がけ、地域に根差し先駆的な
	 取り組みを応援し、地域福祉を推進する実践や活動を広げます。

[ 地域福祉の基盤づくり ]
4. 私たちは、福祉課題を地域全体の問題として捉え、新たな事業や活動の開発、提言活動や計画
	 づくりの取り組みに積極的に関わり、地域福祉の基盤づくりの役割を担います。

[ 自己研鑽、チームワーク、チャレンジ精神 ]
5. 私たちは、自己研鑽を重ね、職員同士のチームワークと部署間の連携をすすめ、チャレンジ精神
	 を持って業務を遂行します。

[ 法令厳守、説明責任 ]
6. 私たちは、法令を順守し、自らの組織や事業に関する
	 説明責任を果たし、信頼された開かれた社協づくりを
	 すすめます。

参考：「社協職員行動原則」全国社会福祉協議会

７. 社協職員行動原則 —私たちがめざす職員像—

　社会福祉協議会は、昭和２６年の法定化以来、住民主体による地域福祉の推進をめざし、制度だけで
は対応しづらいさまざまな福祉問題に対して、福祉サービスや相談援助などの個別支援と地域における
協働による解決を重視し、住民が主人公となる社会福祉のあり方を追求してきました。
　これまで築き上げてきた社協職員としての価値観や使命感を「社協職員行動原則」として共有し、誇り
をもって行動します。
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東温市地域福祉活動計画（温ったか笑顔プラン）

東温市地域福祉活動計画
（温ったか笑顔プラン）
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